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消防団とは

消防団のイメージは

お父さんの頑張っている姿に影響
予防消防の意識が大切

消防団員とは

　火災時には、消防署職員の後方支援として、消防車
両で消火活動を行います。近年は火災だけでなく、水
害など他の災害時にも出動するなど、住民の「安全・安
心」を守る、なくてはならない存在となっています。

　夜通し酒を飲む、上下関係が厳しいというイメージ
がありますが、実際はそんなことはありません。活動
時間の明確化など、団員への負担を軽減するような体
制に変わっています。

　非常勤特別職の地方公務員です。専業の消防署職員
と違い、本業を持ちながら活動しています。現在、全
国的に消防団員数は減少しています。また、町外でサ
ラリーマンとして働く団員の増加など、加入する団員
も変化しています。

部　名 対象地区
第１分団第１部 菅谷、平沢、千手堂、遠山
　 　 　第２部 志賀、むさし台、川島
　 　 　第３部 鎌形、大蔵、根岸、将軍沢
第２分団第１部 越畑、杉山、広野、太郎丸
　 　 　第２部 古里、吉田、勝田

サラリーマン団員（被雇用者団員）の割合

妻
親

　特別点検の練習など、入団して１、２年目は覚えることが
多く大変でした。消防団の魅力は、地区以外の人や幅広い年
齢層の方と知り合えること。２年前に比企の操法大会に出
て、さらに多くの団員と知り合うことができました。
　家族にはその分迷惑を掛けたと思います。ただ、特別点検
を見た息子が、卒園式、将来の夢を宣言する場で「消防団員
になる！」と言ってくれたことが嬉しかったです。息子にか
っこいいと思ってもらえたことは親として嬉しいです。　

　仕事も夜勤で消防の活動も夜が多いので、子ども達から
「今日もパパいないの？」と泣かれました。でも特別点検を
見た日から泣かなくなりました。それは親の頑張っている姿
を見たからではないかと思います。間近で親の一生懸命な姿
を見ることができ、子どもにとっていい刺激になったのでは
ないでしょうか。今では、鐘を鳴らしながら、予防広報で消
防車が家の近くにくると、嬉しそうにカーテンを開けて窓か
ら外をのぞいています。

　勤めながら、さらに子育てしながら消防団活
動をしている息子を誇らしく思います。火災現
場では最前線で消火活動をしている様です。正
直な話、ケガや万が一のことが起こらないよう
活動してほしいです。あと皆さまが防災に対す
る意識を持つことで、火災が少なくなるといい
ですね。
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　第１分団第３部
入団　６年目
職種　看護補助者（ナースエイド）

息子が「将来、消防団員になる」

消防団活動を通して
団員と支える
家族が思うこと

団 員（町外勤務）
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女 性 団 員

　デイサービスの施設長と看護師を兼務しています。知り合い
の団員さんから「看護師の資格を活かして、地域貢献をしてみ
ないか」と声を掛けていただき入団しました。兼ねてより興味
のあった『応急手当普及員』の資格を取得させていただき、仲
間と共に救命講習会などを通じて応急手当の方法や大切さを伝
える活動も行っています。現在５名の女性団員が資格を取得し
ています。消防団の活動をフェイスブックに掲載しています。

ぜひ、見てください。
　女性消防団員の中には、子育て経験者や保育
士、学生など、１人ひとり違う目線で活動してい
て勉強になります。今後は、看護・介護の経験を
消防団の活動に活かしていきたいです。
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　消防団本部
入団　５年目
勤務先　デイサービスしあわせの鐘（施設長）

団 員（町内勤務）

　自宅も職場も地元に根付いているため、やむなく入団したの
が正直なところです。ただ、活動の中でさまざまな人達と関わ
りを持ち、多くの価値観や知識に触れることで成長できている
と思います。今では、消防団に入って良かったなと、誘ってく
れた人に感謝しています。
　また、特別点検や比企操法大会など１つの目標に向かって取
り組む中で、自分のために時間を費やしてサポートや応援して
くれる人のありがたさを感じ、消防団活動に対しての責任感が
芽生えました。
　今ではプライベートや仕事でも付き合っていきたい大切な仲
間もたくさんできました。町を守るという共通の志を持つ仲間
たちと、消防団活動またそれ以外の活動を通して、もっと自分
を成長させていきたいです。
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　第１分団第１部（部長）
入団　１２年目
勤務先　東昌保育園（園長）

資格を活かした地域貢献

　同級生だった団員に声を掛けられ、夏期訓練などを見学し、
「消防ってかっこいい」と思ったこと、何かやりたいと思って
いたこともあり、入団を決意しました。
　入団前は、消火活動をバリバリやるイメージでしたが、実際
は思ったよりも火災は少なく、予防広報の活動が多い、お神

みこし

輿
の警備やお祭りでの企画の司会や出店など、地域の活動に消防
団が溶け込んでいて、いい意味でギャップを感じました。
　大学のサークルとは違い、年齢の離れた組織ですが、皆さん
気さくに接してくれます。コミュニティが大学以外にもあると
いうのは自分の中で大きな財産です。春には社会人となります
が、できるだけ活動は続けていきたいです。

学 生 団 員
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　第２分団第２部
入団　１年目
都内私立大学（４年生）

大学以外のコミュニティは財産

消防団を超えた大切な仲間

嵐山消防団
フェイスブック
ページ


